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環境マネジメントシステム導入報告書

貢にした のの目標【医、

取組の成果ＪＥＩ 、

ｄｍＬ了程

注認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムの内容について第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

(宛先）京都府知事 ２０１１年７月２２日

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
〒６２４－０９０６

京都府舞鶴市字倉谷６６０番地

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

日之出化学工業（株）
代表取締役社長高木静雄

環境マネジメントシステムの名称
I未導入」

適用範囲

導入年月日 年月日

認証番号

基本方針

２０１１年４月よりＫＥＳステップ２の試行を開始、７月１３日に第一回目のコンサルタ
ン卜を受け、２０１２年４～６月の導入実績により７月に認証審査を受審予定。

I環境宣言」に以下の５項目を目標とした。

１．エネルギー原単位の向上２０１０年度比５％向上
２．一般／産業廃棄物の削減２０１０年度比１０％削減
３．化学物質による環境負荷の低減法規制値のクリア
４．緊急事態訓練昨年の問題点を解消
5．環境教育の充実２０１２年度にＫＥＳステップ２取得

目標を運成するための取組の内容

１．エネルギー原単位の向上

炉の断熱強化、コンプレッサーの管理強化、原燃料の粉砕効率アップなど
2．廃棄物の削減

木製パレットや廃プラスチックの有価物化、納入業者への引き取り強化など
３．化学物質の環境負荷低減排ガス洗浄工程の管理強化など
４．緊急事態訓練秋の総合防災訓練に向けての準備など
5．環境教育の充実ＫＥＳステップ２の取得準備など

目標を達成するための取組の進捗状況

１．エネルギー原単位の向上

炉の一部に断熱材を追加し、更新したコンプレッサーの利用効率を高めた。
2．廃棄物の削減

有価物化できる業者の調査を継続中、包装袋の原単位管理を開始した。
3．化学物質の環境負荷低減
原料納入業者に不純物データの提出を要求した。
４．緊急事態訓練５．環境教育の充実ほぼ計画通りに進捗している。

従来はワーキングクループにて省エネや環境問題の改善に取り組んできたが、導入が容易
で判りやすいＫＥＳステップ２の試行にてシステム的に改善を推進しつつあり、二次的な
効果として品質維持や安定生産から収益向上にも期待したい。

２００９年度に京都府の排ガス測定にてＮＯｘが規制値をオーバーしたので、酸素濃度計
を設置して低酸素燃焼条件を確立した。
２０１０年度の測定では、ばい煙中のクロム化合物が規制値をオーバーしたので、排ガス
洗浄設備の洗浄水の管理を強化し、２０１１年度の測定をクリアした。

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

２０１０年度の環境負荷に関する実績を評価して、２０１１年度の目標を設定してＫＥＳ
ステップ２の試行を開始しており、今後も同一システムのブラッシュアップにてレベル
アップを図っていく。
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